
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【中央区版「一校一国運動」】
● 全小中学校・幼稚園がメイン交流国を決定し、中央区版「一校一国運動」として、

オリンピック・パラリンピックに関わる国に対する応援活動や直接的な交流学習を
実施

● 異文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
など、豊かな国際感覚を醸成することができた。

【パラリンピック競技の体験学習】
● 全小中学校・幼稚園がパラリンピック競技（障害者スポーツ）の体験学習を実施

● 障害を理解する心や多様性を尊重する姿勢を育成することができた。
● 共生社会や、その実現に向けて行動できる一助となった。
● パラリンピック競技への興味・関心を向上させ理解を深めることができた。

中央区のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

中央区

オーストラリアパラリンピック委員会
パラスポーツ体験（中学校）
メイン交流国であるオーストラリアのパラスポーツ
選手と卓球を通した交流を実施した。

ボッチャ体験（小学校）
国際パラリンピック委員会公認教材「I'm 
possible」を視聴し、ボッチャの体験を行った。

東京外国語大学との交流（幼稚園）
インドネシア舞踊の踊りの意味や踊り方を教えて
いただき、一緒に踊りを楽しんだ。

義足体験（中学校）
中央区立中学校連合体育大会陸上競技大会に義足
ランナーを招聘し、選手との交流や義足体験を
行った。

33校・園 ＊

11,289人*

400年以上にわたり日本の文化・商業・情報の中心として繁栄してきた。銀座や
日本橋などエリアごとに異なる雰囲気があり、国内外から多くの人々が訪れる。


